




































浜田の歴史と伝統を学ぶ 
 

難読漢字 解説編 
P～１ ～２   
伊 甘 郷 － いかんのさと。 
式 内 － しきない。 
延 喜 式 － えんぎしき。神名張によっている神社（式） 
遍 在  僻 在 － へんざい。へきざい。どこにもある一方にかたよった所 
下 僚 － かりょう。地位の低い役人 
京 師 － けいし。都は「大」師は衆で、多数の人が住む所 
善 政 － ぜんせい。良い政治 

委 － ゆだねる。まかして。 
墾 田 開 拓 － こんでんかいたく。（永年私財法）743 年天平 15 年 

貴族豪族が（一地方に勢力を張り荘園を形成した。 
隠 然 － いんぜん。表面には出ないが陰で強い力をもっている。 

倣 － ならう。手本にしてまねる。 
 

「四等
しとう

官制
かんせい

」 
  

国 司 － こくし。中、下級、貴族がつとめる役職 
偉いほうから 
守。かみ － 介。すけ － 掾。じょう － 目。さかん 
 

(長官)    (次官)     (判官)      (主典) 

国 衙 － こくが。という役所につとめる（諸国の政庁） 
郡 衙 － ぐんが。郡の役所 
郡 司 － ぐんじ。大領・少領・主政・主帳 

郡司は国司とは違って任期がなく、終身でつとめ親から子へ、子から

孫へと世襲する。 
 

尹 － いん。 令法で検察の役割をする長官 
嗣 － つぐ。嗣は諸候が国の後継者を定めることを表す。 

嗣 子 － あとご 
本 居 宣 長 － もとおりのりなが（江戸期の国学者） 
柿 本 人 麿 － かきもとの ひとまろ（慶雲２年 704 頃） 

（初代石見国守） 
播 磨 国 宍 栗 － はりまのくに しそう（地名） 
譜 代 大 名 － ふだいだいみょう。徳川家に従っていた家臣。外様（とざま）親藩の

内、大名に取り立てられた者 



 
P～３   
爾 来 － じらい。それ以来 
奏 者 衆 － そうしゃしゅう。身分の高い人に取り次をする人 
説 伏 － せっぷく。道理を話して承知させる 
異 安 心 説 － いあんじんせつ。宗祖の以来の伝統的な信心とは異なった系統の信仰。

特に真宗で用いる 
宗 論 － しゅうろん。仏教の宗派間でそれぞれの教義をめぐって行われる論争 
普 請 － ふしん。多くの人々から寄付をあつめて堂や塔を建てること 

P～４   

幕 閣 － ばっかく。（江戸幕府の最高首脳部。老中、若年寄と三奉行、大目付か

らなる。 
P～５   
飄 然 － ひょうぜん。ふらりとやって来たり、立ち去ったりするさま。 
渡 辺 崋 山 － わたなべかざん。江戸期の画家。蘭学者 

欣 喜 雀 躍 － きんきじゃくやく。喜ぶこと 

P～６   

蟄 居 － ちっきょ。とじこもること。隠れる 
備 荒 貯 蓄 － びこうちょちく。凶作や災害に対して前もって備えておくこと 
扁 額 － へんがく。室内・門戸などに揚げる横長い額 

「山門の－」 
P～７   
徳 川 斉 昭 － とくがわなりあき。江戸期の水戸藩主 
河 鰭 － かわばた。人名 
終 焉 － しゅうえん。命の終わり 

   

P～９   

大政奉還 － たいせいほうかん。(1867 年)10 月 14 日に討幕の密
みっ

勅
ちょく

がだされた同じ

日に徳川慶喜は大政奉還した。 
裡 － うち。物事のうちがわ 

P～10   

朝 令 暮 改 － ちょうれいぼかい。命令や規則が頻繁に変わって一定しないこと 

P～11～Ｐ～12 

懇 ろ － ねんごろ。親切で丁寧だ。「 － にもてなす」 

P～13   

後 背 地 － こうはいち。都市や港の周辺にあって、その経済的活動が都市や港と

深くかかわっている地域。ヒンターラント 
頓 － とみに。にわかに 
昂 － たかぶる。興奮する。 
擡 － もたげる。起こす 「頭を － 」 
纏 － まつわる。関連する 「海に － 」 
吝 － やぶさか。ためらい惜しむさま 
咎 － とがめる。非難する 「失敗を － 」 












